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(57)【要約】
【課題】下部は床衝撃音低減性能を有する二重床を適用
し、上部は既存の湿式暖房工法をそのまま適用できるよ
うにして、床暖房と床衝撃音低減を同時に満足する暖房
システムを提供する。
【解決手段】本発明の暖房システムは上部に構成される
湿式暖房層の重量と厚さを考慮して、下部に構成される
二重床層の厚さをスリム化しつつ高剛性と軽量化を実現
することによって、湿式暖房層が安定的に支持されるよ
うにし、全体暖房システムの厚さが一定レベルに維持さ
れるように構成した。このため、二重床層床板の板床材
に長い溝を形成し、該長い溝に棒状及び/または板状の
補強材を挿入することによって、床板の厚さをスリム化
しつつ床板の高剛性と軽量化が実現可能であり、さらに
安定な歩行感を具現しつつさらに広い支持台の配置間隔
を確保することができ、また特別製造した防水組成物で
板床材を防水コーティング処理して湿気による寸法不良
、強度低下などの短所を克服することによって耐水性に
強い暖房システムの提供が可能である。



(2) JP 2008-533336 A 2008.8.21

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床衝撃音低減型暖房システムであって、
　一定間隔に配される支持台と、該支持台上に展開される床板を含む二重床層と、
　前記二重床層の床板上に設けられる断熱材と、
　該断熱材上に設けられ暖房パイプを固定するパイプホルダーと、
　該パイプホルダーに挿入され暖房流体を循環させる暖房パイプと、該暖房パイプ上を仕
上げるモルタル層を含む湿式暖房層とを備えてなる、床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項２】
　前記二重床層の床板が一つ以上の長い溝を有する板床材と、前記長い溝に一部または全
体が挿入される補強材を備えてなることを特徴とする、請求項１に記載の床衝撃音低減型
暖房システム。
【請求項３】
　前記板床材が上部板床材と下部板床材を備えてなり、
　上部板床材の上部面と下部面、下部板床材の上部面と下部面のうち少なくとも一つの面
に一つ以上の長い溝が形成されることを特徴とする、請求項２に記載の床衝撃音低減型暖
房システム。
【請求項４】
　前記上部板床材の下部面または下部板床材の上部面に一つ以上の長い溝が形成され、
　前記長い溝にこれと同じ形状の棒状の補強材が挿入されることを特徴とする、請求項３
に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項５】
　前記上部板床材の下部面または下部板床材の上部面に一つ以上の長い溝が形成され、
　前記長い溝の形状に合わせて折り曲げられた板状の補強材が上部と下部板床材との間に
挿入され、
　前記板状の補強材の折曲部が長い溝に挿入されることを特徴とする、請求項３に記載の
床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項６】
　前記上部板床材の下部面または下部板床材の上部面に一つ以上の長い溝が形成され、
　前記長い溝の形状に合わせて折り曲げられた板状の補強材が上部と下部板床材との間に
挿入され、
　前記板状の補強材の折曲部が前記長い溝に挿入され、
　前記長い溝と同じ形状の棒状の補強材が板状の補強材の折曲部に挿入されることを特徴
とする、請求項３に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項７】
　前記上部板床材の下部面及び下部板床材の上部面に一つ以上の長い溝が形成され、
　前記上部と下部板床材とが結合する時形成される結合長い溝にこれと同じ形状の棒状の
補強材が挿入されることを特徴とする、請求項３に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項８】
　前記上部板床材の下部面及び下部板床材の上部面に一つ以上の長い溝が形成され、
　前記上部と下部板床材とが結合する時形成される結合長い溝の形状に合わせて折り曲げ
られた一つ以上の板状の補強材が上部と下部板床材の間に挿入され、
　前記板状の補強材の折曲部が結合長い溝に挿入されることを特徴とする、請求項３に記
載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項９】
　前記上部板床材の下部面及び下部板床材の上部面に一つ以上の長い溝が形成され、
　前記上部と下部板床材とが結合する時形成される結合長い溝の形状に合わせて折り曲げ
られた一つ以上の板状の補強材が上部と下部板床材の間に挿入され、
　前記板状の補強材の折曲部が結合長い溝に挿入され、
　前記結合長い溝と同じ形状の棒状の補強材が板状の補強材の折曲部に挿入されることを
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特徴とする、請求項３に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項１０】
　前記板床材は一つの板床材を備えてなり、
　前記板床材の上部面と下部面のうち少なくとも一つの面に一つ以上の長い溝が形成され
ることを特徴とする、請求項２に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項１１】
　前記長い溝にこれと同じ形状の棒状の補強材が挿入されることを特徴とする、請求項１
０に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項１２】
　前記長い溝の形状に合わせて折り曲げられた板状の補強材が板床材の下部面に挿入され
、
　前記板状の補強材の折曲部が長い溝に挿入されることを特徴とする、請求項１０に記載
の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項１３】
　前記長い溝の形状に合わせて折り曲げられた板状の補強材が板床材の下部面に挿入され
、
　前記板状の補強材の折曲部が長い溝に挿入され、
　前記長い溝と同じ形状の棒状の補強材が板状の補強材の折曲部に挿入されることを特徴
とする、請求項１０に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項１４】
　前記長い溝及び補強材の形状が、その縦断面を基準にして四角形、円形、楕円形、三角
形またはこれらの組み合わせであることを特徴とする、請求項２～１３のいずれか一項に
記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項１５】
　前記棒状の補強材が、アルミニウムバー、鉄材バーまたは高強度プラスチックバーであ
ることを特徴とする、請求項４、６、７、９、１１及び１３のいずれか一項に記載の床衝
撃音低減型暖房システム。
【請求項１６】
　前記板状の補強材が、亜鉛メッキ鋼板または一般の鋼板であることを特徴とする、請求
項５、６、８、９、１２及び１３のいずれか一項に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項１７】
　前記二重床層の床板が、補強材なしで板床材だけよりなることを特徴とする、請求項１
に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項１８】
　前記板床材はパーチクルボード(ＰＢ: Particle Board)、合板(Plywood)、ＭＤＦ(Medi
um Density Fiberboard)、ＨＤＦ(High Density Fiberboard)、ＯＳＢ (Oriented Strand
 Board)、木毛セメント板またはコンクリートセメント板材であることを特徴とする、請
求項２ないし１３及び請求項１７のいずれか一項に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【請求項１９】
　前記板床材が、
　アクリル樹脂２２～６０重量％、
　撥水剤５～３０重量％、
　水添(水素添加)ロジン(Hydrogenated Rosin)３～２０重量％、
　浸透剤０．５～５重量％、
　添加剤２～８重量％、
　高沸点溶剤１～１５重量％を含んでなる防水組成物でコーティング処理されることを特
徴とする、請求項１８に記載の床衝撃音低減型暖房システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は半乾式暖房システムに係り、さらに詳しくは湿式暖房層の下部に二重床システ
ムを適用して床衝撃音低減性能を提供し、湿式暖房層の安定的な支持と全体暖房システム
の厚さ及び軽量化を考慮して、二重床層床板の板床材に長い溝を形成し、この長い溝に補
強材を挿入した新規なサンドイッチ床板構造を工夫することによって、さらにスリムかつ
優れた強度を有する暖房システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　床暖房方式において、湿式施工法は簡便な施工法と安定的な床歩行感を提供できる。し
かし、床衝撃音低減性能がないため、別の緩衝材を暖房層の下部に付随して埋設する場合
もある。
【０００３】
　このような既存の埋設型緩衝材が床衝撃音低減性能を発揮するためには、緩衝材の材質
、弾性、損失係数などを考慮して設計すべきであり、だいぶ前から関連専門家及び素材業
界で研究を行いつつある。
【０００４】
　しかし、このような緩衝材を埋設すれば暖房層が下部に存する緩衝材のクッション性に
より暖房層クラックが発生して床欠点の発生原因になる。また、緩衝材の耐久性が低下す
れば暖房層の重さを耐えられず緩衝材の収縮が発生して、最悪の場合は床全体が垂れ下が
る現象まで引き起こす恐れがある。
【０００５】
　また、建築設計面において緩衝材の厚さを一定以上高くすることができず、その厚さが
限られていて、床衝撃音を低減させるのに薄すぎる厚さなので、事実上床衝撃音低減効果
はごく微々たると言えよう。場合によっては緩衝材を適用することによって床衝撃音性能
を悪化させる場合されある。
【０００６】
　韓国公開特許第1995-18994号には共同住宅のオンドル床施工法及びその装置が開示され
ているが、前記オンドル床構造において各支持台の間がコンクリートスラブと断熱材など
で完全に充填されていて所望の床衝撃音低減性能を期することができない。
【０００７】
　本発明者らは湿式暖房システムに二重床システムを適用して、一般的に二重床システム
が持っていた床衝撃音低減性能を湿式暖房システムに付与しようと図った。すなわち、下
部は二重床層で構成して床衝撃音低減性能を提供し、上部は湿式暖房層で構成して安定な
歩行感を提供しようとした。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は前述した従来の技術の問題点を解決するために案出されたもので、その目的は
床衝撃音低減性能を有する暖房システムを提供するところにある。
【０００９】
　本発明の他の目的は適用される二重床層の厚さをさらにスリム化しつつ高剛性と軽量化
を実現することができ、さらに安定な歩行感を具現しつつさらに広い支持台の配置間隔を
確保できる床衝撃音低減型暖房システムを提供するところにある。
【００１０】
　本発明のさらに他の目的は湿気による寸法不良、強度低下などの短所を克服することに
よって耐水性に強い床衝撃音低減型暖房システムを提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は前述した目的を達成するため、一定間隔に配置される支持台と、該支持台上に
展開される床板を含む二重床層と、該二重床層の床板上に設けられる断熱材と、該断熱材
上に設けられて暖房パイプを固定するパイプホルダーと、該パイプホルダーに挿入され暖
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房流体を循環させる暖房パイプと、該暖房パイプ上を仕上げるモルタル層を含む湿式暖房
層とからなる床衝撃音低減型暖房システムを提供する。
【００１２】
　本発明に係る暖房システムに適用される二重床層の床板は一つ以上の長い溝を有する板
床材と、前記長い溝に一部または全体が挿入される補強材を含むことを特徴とする。
【００１３】
　本発明の望ましい実施例によれば、前記板床材は上部板床材と下部板床材とからなり、
上部板床材の上部面と下部面、下部板床材の上部面と下部面のうち少なくとも一つの面に
一つ以上の長い溝が形成されることを特徴とする。
【００１４】
　本発明の第１実施例によれば、前記上部板床材の下部面または下部板床材の上部面に一
つ以上の長い溝が形成され、前記長い溝にこれと同じ形状の棒状の補強材が挿入されるこ
とを特徴とする。
【００１５】
　本発明の第２実施例によれば、前記上部板床材の下部面または下部板床材の上部面に一
つ以上の長い溝が形成され、前記長い溝の形状に合わせて折り曲げられた板状の補強材が
上部と下部板床材との間に挿入され、前記板状の補強材の折曲部が長い溝に挿入されるこ
とを特徴とする。
【００１６】
　本発明の第３実施例によれば、前記上部板床材の下部面または下部板床材の上部面に一
つ以上の長い溝が形成され、該長い溝の形状に合わせて折り曲げられた板状の補強材が上
部と下部板床材との間に挿入され、前記板状の補強材の折曲部が前記長い溝に挿入され、
該長い溝と同じ形状の棒状の補強材が板状の補強材の折曲部に挿入されることを特徴とす
る。
【００１７】
　本発明の第４実施例によれば、前記上部板床材の下部面及び下部板床材の上部面に一つ
以上の長い溝が形成され、前記上部と下部板床材とが結合する際形成される結合長い溝に
これと同じ形状の棒状の補強材が挿入されることを特徴とする。
【００１８】
　本発明の第５実施例によれば、前記上部板床材の下部面及び下部板床材の上部面に一つ
以上の長い溝が形成され、前記上部と下部板床材とが結合する際形成される結合長い溝の
形状に合わせて折り曲げられた一つ以上の板状の補強材が上部と下部板床材との間に挿入
され、前記板状の補強材の折曲部が結合長い溝に挿入されることを特徴とする。
【００１９】
　本発明の第６実施例によれば、前記上部板床材の下部面及び下部板床材の上部面に一つ
以上の長い溝が形成され、前記上部と下部板床材とが結合する際形成される結合長い溝の
形状に合わせて折り曲げられた一つ以上の板状の補強材が上部と下部板床材との間に挿入
され、前記板状の補強材の折曲部が結合長い溝に挿入され、前記結合長い溝と同じ形状の
棒状の補強材が板状の補強材の折曲部に挿入されることを特徴とする。
【００２０】
　本発明の他の実施例によれば、前記板床材は一つの板床材からなり、板床材の下部面に
一つ以上の長い溝が形成されることを特徴とする。
【００２１】
　本発明の第７実施例によれば、前記長い溝にこれと同じ形状の棒状の補強材が挿入され
ることを特徴とする。
【００２２】
　本発明の第８実施例によれば、前記長い溝形状に合わせて折り曲げられた板状の補強材
が板床材の下部面に挿入され、前記板状の補強材の折曲部が長い溝に挿入されることを特
徴とする。
【００２３】
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　本発明の第９実施例によれば、前記長い溝の形状に合わせて折り曲げられた板状の補強
材が板床材の下部面に挿入され、前記板状の補強材の折曲部が長い溝に挿入され、前記長
い溝と同じ形状の棒状の補強材が板状の補強材の折曲部に挿入されることを特徴とする。
【００２４】
　本発明において長い溝及び補強材の形状はその縦断面を基準にして四角形、円形、楕円
形、三角形などであり、これらも組み合わせも可能である。
【００２５】
　本発明で使用される棒状の補強材はアルミニウムバー、鉄材バーまたはＦＲＰ(Fiber R
einforced Plastic)のような高強度プラスチックバーであり、望ましい棒状の補強材はア
ルミニウムバーである。
【００２６】
　本発明で使用される板状の補強材は亜鉛メッキ鋼板または一般の鋼板であり、望ましい
板状の補強材は亜鉛メッキ鋼板である。
【００２７】
　本発明に係る暖房システムに適用される二重床層の床板は補強材なしで板床材だけより
なりうる。
【００２８】
　本発明で使用される板床材の材質としては、パーチクルボード(ＰＢ: Particle Board)
、合板(Plywood)、ＭＤＦ(Medium Density Fiberboard)、ＨＤＦ(High Density Fiberboa
rd)、ＯＳＢ(Oriented Strand Board)などの木質系、木毛セメント板、コンクリートセメ
ント板材などの無機質系、合成樹脂系、スチール系、アルミニウム系などの単一材料また
は木質とアルミニウムなどの２種類以上の材料を同時に使う複合材料などが使用可能であ
るが、価格対比剛性、そして加工の容易性を考慮すれば木質系が好ましい。特に望ましい
板床材としてはパーチクルボード、合板、ＭＤＦ、ＯＳＢ、無機質ボードなどであり、二
重床層の上部に構成される湿式暖房層の荷重を考慮してその安定な支持のために剛性を高
めるためには木毛セメント板を使用する。
【００２９】
　前記上部と下部板床材及び補強材で構成される二重床層の床板の総厚さは２０ないし７
０ｍｍのものが望ましく、前記補強材の厚さは３ないし２０ｍｍのものが望ましい。床板
と補強材の厚さが薄すぎると所望の強度に及ばず、厚すぎると自体荷重と材料費がアップ
するようになる。
【００３０】
　本発明の望ましい実施例によれば、前記板床材はアクリル樹脂２２ないし６０重量％、
撥水材５ないし３０重量％、水添(水素添加)ロジン(Hydrogenated Rosin)３ないし２０重
量％、浸透剤０．５ないし５重量％、添加剤２ないし８重量％、高沸点溶剤１ないし１５
重量％よりなる防水組成物でコーティング処理されることを特徴とする。
【００３１】
　市中で使用される防水剤は酢酸ビニル系エマルジョンがあり、その種類としては酢酸ビ
ニルホモポリマー、酢酸ビニルアクリル、酢酸ビニルべオバなどのコポリマー、エチレン
酢酸ビニルなどがある。これらは界面活性剤が使用されないことから初期の付着性と耐水
性に優れるが、水溶性ポリマーを使用するので粘度が高くてコーティングに不利でのみな
らず、粒子直径が大きいことから粒子の隙間に水分子の移動が易しくて水分浸透が容易に
なる。従って、水分に長時間露出される場合浸水性のため主に建築内装材として使用され
ており、ＰＢなどの板床材への適用には不向きである。
【００３２】
　本発明では市中で使用される防水剤の問題点を解決するため、小粒径の樹脂とワックス
及びその他添加剤を用いた防水組成物をＰＢなどの板床材にコーティングして浸透させる
ことによって板床材の安定化を達成した。本発明の防水組成物でコーティング処理された
板床材は耐候性と耐久性に優れ、捩れ現象が発生せず、また板床材の製造時使用されるフ
ォルマリン(Formalin)の放出も防ぐことができる。
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【００３３】
　本発明で使用されるアクリル樹脂は、板床材の安定化のためにその粒径が小さいほど望
ましく、具体的に０.１ないし０.５μmのものが望ましい。アクリールエマルジョン樹脂
の粒径(Particle Size)は格別な場合を除き、普通０.１ないし１.５μmほどに形成される
が、粒径が１.０μm以上の場合コーティング時浸透効果よりは被着材のコーティング表面
に残存する含量が多くなり、また０.１μm未満の場合これと反対の現象が起こる。
【００３４】
　本発明で使用可能なアクリル樹脂は水溶性アクリル樹脂、ＳＭＡ(Styrene Maleic Anhy
dride copolymer)樹脂、アクリルハイブリッドエマルジョン(Acrylic Hybride Emulsion)
、ウレタンハイブリッド樹脂(Urethane Hybride Resin)などであり、この中水分が蒸発さ
れれば耐水力が強くなる水溶性アクリル樹脂が望ましい。
【００３５】
　本発明で使用可能な撥水剤は、ポリエチレンワックス(PE Wax)、ポリプロピレンワック
ス(PP Wax)、パラフィンワックス(Paraffin Wax)、フッ素系撥水剤、シリコン系撥水剤な
どである。前記パラフィンやＰＥワックスの場合、軟化点(Softning Point)が低ければコ
ーティング後コーティング表面及び内部への安定性に劣るので、できるだけ軟化点が高い
温度のワックスを使用するのがよく、望ましい軟化点の温度範囲は８０ないし１１０℃で
ある。
【００３６】
　本発明で使われる水添ロジンは、木材部分の付着力と防水力を補強する役割を果たし、
エステルガムロジン(Ester Gum Rosin)、テルフェン(terpene)フェノール、石油樹脂、炭
化水素、合成樹脂エマルジョンなどが使用可能である。
【００３７】
　本発明で使用可能な浸透剤はアルキルエステルナトリウム(Sodium Alkyl Ester)、ナフ
タレンスルホン酸(Naphthalene Sulfonate)、フォスフェート系(Phosphate)、ノニルフェ
ニルアルキル(Nonyl Phenyl Alkyl)などのアニオン系(Anion)界面活性剤である。
【００３８】
　本発明で使用される高沸点溶剤は、コーティング膜の表面強化及び作業の容易性を図る
役割を果たし、エチレングリコール(Ethylene Glycol)、プロピレングリコール(Propylen
e Glycol)、ジエテングリコール(Diethene Glycol)などが使用可能である。
【００３９】
　本発明で使用される添加剤は、レベリング剤(leveling agent)、湿潤分散剤などである
。レベリング剤としてはＢＹＫ-３４８(BYK Chemie)などを使用することができ、湿潤分
散剤としてはＢＹＫ-１９０(BYK Chemie)、Dispers 610S (TegoChemie) などを使用する
ことができる。
【００４０】
　粘着及び接着またはコーティングに関連する物質を製造するためには単一物質ではなく
多成分の物質を必要とし、この場合それぞれの成分が完成品に物理的化学的な影響を与え
るので、各成分の組成比による変数が相当に多く現れる。本発明において防水組成物を構
成するアクリル樹脂、撥水剤、水添ロジン、浸透剤、添加剤、高沸点溶剤の組成比はこの
ような影響を考慮した最適の数値範囲である。
【発明の効果】
【００４１】
　本発明の暖房システムは床衝撃音低減のために二重床材を適用しその上部に湿式暖房層
を施工することによって、既存のモルタルセメント暖房層をそのまま適用できるので、硬
い床文化に慣れた人に安定な床歩行感を劣る所が無く提供可能でのみならず、床板材の床
衝撃音低減効果まで奏することができる。
【００４２】
　また、上部に構成される湿式暖房層の重量と厚さを考慮して、下部に構成される二重床
層の厚さをスリム化しつつ高剛性と軽量化を実現することによって、湿式暖房層が安定的
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に支持されるようにし、全体暖房システムの厚さを一定レベルに保てる。このため、二重
床材用床板の板床材に長い溝を形成し、この長い溝に棒状及び/または板状の補強材を挿
入することによって、床板の厚さをスリム化しつつ床板の高剛性と軽量化を実現すること
ができ、よってさらに安定な歩行感とさらに広い支持台の配置間隔を確保できる。
【００４３】
　また、床板の軽量化を達成すると同時に、従来の二重床システムより支持台の間隔を広
くして施工速度の向上と費用節減を実現でき、床衝撃音低減効果も満足すべき値が得られ
る効果を奏する。
【００４４】
　また、特別製造した防水組成物で板床材を防水コーティング処理して湿気による寸法不
良、強度低下などの短所を克服することによって、耐水性に強い二重床材の床板を提供す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
　以下、添付した図面に基づき本発明をさらに詳述する。
【００４６】
　図１は本発明に係る床衝撃音低減型暖房システムの概略的な断面図であって、本発明の
暖房システムは下部に構成される二重床層１０と上部に構成される湿式暖房層４０とから
なっている。
【００４７】
　前記 二重床層１０は一定間隔に配置される多数の支持台３０と、該支持台３０上に載
置される床板２０とから構成されている。
【００４８】
　前記湿式暖房層４０は住宅用オンドルに幅広く使われる湿式工法による暖房システムで
あって、二重床層１０の床板２０上に設けられる断熱材４１と、該断熱材４１上に設けら
れて暖房パイプ４３を固定するパイプホルダー４２と、該パイプホルダー４２に挿入され
暖房流体を循環させる暖房パイプ４３と、該暖房パイプ４３上を仕上げるモルタル層４４
とから構成されている。
【００４９】
　前記断熱材４１は暖房パイプ４３から放熱される熱が下部方向に伝われることを遮断し
て暖房効率をアップする役割を果たし、適切な断熱材としてはＥＰＳ(Expandable Polyst
yrene; 発泡ＰＳ)などがある。
【００５０】
　前記パイプホルダー４２は暖房パイプ４３を固定する役割を果たし、暖房パイプ４３が
挿着される多数の環状の挿入部と該挿入部を支持するための支持板とから構成されている
。暖房パイプ４３の多様な配置と配管作業の便宜性を考慮して挿入部の構造を格子状や溝
構造形態に変更することができる。
【００５１】
　前記暖房パイプ４３は温水のような暖房流体を全体暖房領域にかけて均一に循環させる
役割を果たし、使用可能な材質としてはＰＢ(Polybuthylene)パイプ、ＰＰＣ(Polypropyl
ene Copolymer)パイプ、ＸＬ(Crosslinked)パイプ、 ＰＥ-ＲＴ(Polyethylene Raised Te
mperature) パイプなどがある。
【００５２】
　前記モルタル層４４はセメントと砂を水で練り上げたものを暖房パイプ４３を覆うよう
に全体暖房面積にわたって打設して養生後湿式暖房層４０を仕上げる層である。
【００５３】
　図２は本発明の一実施例による床板２０を適用した二重床層１０を示した図であって、
本発明では前記床板２０として高剛性サンドイッチ床板を適用して各支持台３０間の配置
間隔を少なくとも４００×４００ｍｍ以上になるよう、例えば６００×６００ｍｍ、９０
０×９００ｍｍ、８００×１、２００ｍｍ、１、２００×１、２００ｍｍ、１ｍ２００×
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１、８００ｍｍほどに配置することができ、これにより施工速度の向上と共に支持台３０
の使用減少による費用を節減することができる。
【００５４】
　前記二重床層１０で使用される支持台３０は、ヘッド、高さ調整ボルト及び支持台ゴム
で構成され、具体的に中心部に挿入されるナットを含み、二重床の床板を支持する板状の
ヘッドと、上部に一字形または十字形溝が形成され、前記ナットに結合され前記ヘッドの
高低を調整するボルト、及び上部に前記ボルトを回転自在に支持するボルト支持溝が形成
されている支持台ゴムを備える。
【００５５】
　前記支持台ゴムは床に伝わる衝撃力を吸収しつつ振動伝達を低減するために、その材質
として除振性防振ゴム(Non-Elastic Rubber)を使用するのが望ましく、その形状は荷重に
有利な円筒形、安定感が得られる逆梯子形、床衝撃音低減性能を得るためのエンボ構造な
ど多様に選択適用が可能である。
【００５６】
　図３は本発明の一実施例による二重床材用床板２０の分解平面図であって、前記床板２
０は上部板床材２１と下部板床材２２及びこれらの長い溝に挿入される棒状の補強材２３
とから構成される。前記棒状の補強材２３は上部板床材２１の下部面と下部板床材２２の
上部面に板床材短辺の長手方向にそれぞれ形成された四角形の長い溝に挿入される。
【００５７】
　前記棒状の補強材２３は床板２０の軽量化のために中空状であるか中空構造を有したり
、あるいは一面に凹溝部を有するアルミニウムバー(bar)を使用するのが望ましく、床板
２０の高剛性のために望ましくはその内部に長手方向に並んで形成される一つ以上のリブ
を有する。
【００５８】
　図４は本発明の多様な実施例によって棒状の補強材２３が適用された二重床層床板２０
の断面図である。
【００５９】
　図４の一番目の床板２０ａは上部板床材２１ａの下部面及び下部板床材２２ａの上部面
に四つの四角形の長い溝が形成され、前記上部と下部板床材２１ａ、２２ａが結合する際
形成される四角形の結合長い溝にこれと同じ形状の四つの四角棒状の補強材２３が挿入さ
れる構造を有する。この際、上部と下部板床材２１ａ、２２ａに対称に対向しつつ形成さ
れたそれぞれの長い溝は棒状の補強材２３を半分ずつ均等に共有する。
【００６０】
　図４の二番目の床板２０ｂは上部板床材２１ｂの下部面には長い溝が形成されておらず
、下部板床材２２ｂの上部面にだけ四つの四角形の長い溝が形成され、前記四角形の長い
溝にこれと同一形状の四つの四角棒状の補強材２３が挿入される構造を有する。
【００６１】
　図４の３番目の床板２０ｃは一つの板床材だけよりなっており、前記板床材の下部面に
４つの四角形の長い溝が形成され、前記四角形の長い溝にこれと同一形状の４つの四角棒
状の補強材２３が挿入される構造を有する。
【００６２】
　図５は本発明の多様な実施例によって板状の補強材２４、２５が適用された二重床層床
板２０の断面図である。
【００６３】
　図５の１番目の床板２０ｄは上部板床材２１ａの下部面及び下部板床材２２ａの上部面
に４つの四角形の長い溝が形成され、前記上部と下部板床材２１ａ、２２ａが結合する際
形成される四角形の結合長い溝の形状に合わせて折り曲げられた上部と下部の板状の補強
材２４ｄ、２５ｄが上部と下部板床材２１ａ、２２ａの間に挿入され、前記板状の補強材
２４ｄ、２５ｄの四角形の折曲部が四角形の結合長い溝に挿入され、前記四角形の結合長
い溝と同じ形状の四つの四角棒状の補強材２３が上部と下部の板状の補強材２４ｄ、２５
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ｄの四角形の折曲部に挿入される構造を有する。この際上部と下部板床材２１ａ、２２ａ
に対称に対向しつつ形成された四角形の長い溝及び上部と下部の板状の補強材２４ｄ、２
５ｄの四角形の折曲部は四角棒状の補強材２３を半分ずつ等しく共有する。
【００６４】
　図５の２番目の床板２０ｅは上部板床材２１ｅの下部面に四つの四角形の長い溝が形成
され、下部板床材２２ｅには長い溝が形成されず、前記四角形の長い溝の形状に合わせて
折り曲げられた上部の板状の補強材２４ｅが上部と下部板床材２１ｅ、２２ｅの間に挿入
され、前記上部の板状の補強材２４ｅの四角形の折曲部が四角形の長い溝に挿入され、前
記四角形の長い溝と同じ形状の４つの四角棒状の補強材２３が上部の板状の補強材２４ｅ
の四角形の折曲部に挿入される構造を有する。
【００６５】
　図５の３番目床板２０ｆは上部板床材２１ｅの下部面に４つの四角形の長い溝が形成さ
れ、下部板床材２２ｅには長い溝が形成されず、前記四角形の長い溝の形状に合わせて折
り曲げられた上部の板状の補強材２４ｅが上部と下部板床材２１ｅ、２２ｅの間に挿入さ
れ、前記上部の板状の補強材２４ｅの四角形の折曲部が四角形の長い溝に挿入され、四角
棒状の補強材２３は含まない構造を有する。
【００６６】
　図面には長い溝及び補強材の形状として四角形だけが示されているが、円形、楕円形、
三角形などその形状を多様に変更可能なことは勿論であり、これらを組み合わせることも
可能である。
【００６７】
　図６は本発明の二重床層床板２０に適用される多様な構造を有する棒状の補強材２３の
内部断面図である。
【００６８】
　本発明の一実施例によれば、前記棒状の補強材は床板の軽量化のために中空状のアルミ
ニウムバーであり、望ましくは床板の高剛性のためにその内部に長手方向に並んで形成さ
れる一つ以上のリブ(rib)を有する。
【００６９】
　望ましいリブ構造は幅方向に切開した縦断面を見る際、幅方向に延びた２つの三角形ま
たは半円形部材が上下に対向しつつ中央の垂直部材と連結された構造を有したり、全体幅
が一定した長い垂直部材よりなっている。
【００７０】
　本発明の他の実施例によれば、前記棒状の補強材は中空構造を有するアルミニウムバー
であり、前記中空構造は一つ以上の楕円形、半円形、円形または四角形の中空よりなる単
層または多層構造を有する。
【００７１】
　本発明のさらに他の実施例によれば、前記棒状の補強材はその一面に一つ以上の凹溝部
を有するアルミニウムバーである。
【実施例】
【００７２】
　図１のような構造の暖房システムを構成し、下部には図２のような構造の二重床層１０
を構成した。図３のような構造の床板２０を作製し、上部と下部板床材２１、２２として
は厚さ１８ｍｍのパーチクルボードを使い、棒状の補強材２３としては図６に示した寸法
(単位ｍｍ)のリブ構造を有する４本の四角形アルミニウムバーを使用した。
【００７３】
　まず、上部板床材２１の下部面と下部板床材２２の上部面にそれぞれ四角形の長い溝を
短辺の長手方向に４箇所形成した後、各長い溝にアルミニウムバーを挿入した後接着及び
プレス処理して厚さ３６ｍｍの床板２０を製造した。
【００７４】
　湿式暖房層４０は二重床層１０の床板２０上に厚さ１０ｍｍのＥＰＳ断熱材４１を敷き
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、その上に環状の挿入部を有するパイプホルダー４２を設けた後、公称直径１５ｍｍのＸ
Ｌパイプ４３をパイプホルダー４２に固定しつつ交差するＵ字形に配置した後、厚さ４０
ｍｍのモルタル層４４で仕上げた。
【００７５】
　表１は前述したように作製した本発明に係る二重床層の床板(実施例)と板床材に長い溝
を形成せず補強材を上下部の板床材の間に単純積層した床板(比較例)の垂れ下がり量(耐
荷重性能)を比較したもので、この際垂れ性はφ８０の加圧面積で１００ｋｇの重さを床
板の上部表面の中心部に加え、製品の下部に設けられた測定ゲージの目盛りの読み方で測
定した。
【００７６】
　表１から分かるように、実施例の床板が比較例の床板より厚さはスリムであり剛性は優
れることが分かった。
【表１】

【００７７】
　また、高強度床板２０を適用することによって図２のような二重床層１０で支持台３０
の配置間隔を８００×１、２００ｍｍまで広く配置できたし、床衝撃音低減性能(実施規
格KS F 2810-2、評価規格KS F 2863-2)も４５ｄＢＡ)であって満足すべき水準であった。
【００７８】
　一方、表２の組成で本発明に係る防水組成物を製造した後、この防水組成物を使ってパ
ーチクルボードを防水コーティング処理した結果、吸収厚さ膨張率がコーティング前には
１０.１３％からコーティング後には４．３４％に大幅に減少して、耐水性に優れること
が確認できた。

【表２】

【表３】

【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】本発明に係る床衝撃音低減型暖房システムの概略断面図である。
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【図２】本発明の一実施例による二重床層の断面図である。
【図３】本発明の一実施例による二重床層床板の分解平面図である。
【図４】本発明の多様な実施例によって棒状の補強材が適用された二重床層床板の断面図
である。
【図５】本発明の多様な実施例によって板状の補強材が適用された二重床層床板の断面図
である。
【図６】本発明の二重床層床板に適用される多様な構造を有する棒状の補強材の内部断面
図である。
【符号の説明】
【００８０】
１０: 二重床層　　　　　　　２０: 床板
２１: 上部板床材　　　　　　２２: 下部板床材
２３: 棒状の補強材　　　　　２４: 上部の板状の補強材 
２５: 下部の板状の補強材　　３０: 支持台
４０: 湿式暖房層　　　　　　４１: 断熱材
４２: パイプホルダー　　　 　　　　４３: 暖房パイプ
４４: モルタル層

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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